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夏
休
み
の
思
い
出 

 

今
年
の
夏
も
異
常
気
象
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
に
よ
る
被

害
が
高
山
や
京
都
、
広
島
な
ど
の
各
地
で
起
こ
っ
た
。
住
み
慣
れ
た
家
が
土
石
流
に
よ

り
一
瞬
に
し
て
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
被
災
地
の
方
々
の
顔
を
見
て
、
他
人
事
で
は
い
け

な
い
と
つ
く
づ
く
思
う
。
尊
い
命
を
奪
わ
れ
、
家
を
流
さ
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
心
よ
り

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

自
然
災
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
と
願
う
心
は
、
平
安
時
代
の
人
々
も
同
じ
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
摂
関
家
の
藤
原
道
長
の
子
、
頼
道
が
永
承
七
年
（
一
〇
五
二
）
に
創
建
し

た
と
い
わ
れ
る
平
等
院
鳳
凰
堂
は
、
改
修
を
終
え
て
当
時
の
輝
く
優
美
な
姿
を
現
し

た
。
仏
師
・
定
朝
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
中
央
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
や
五
十
二
の
雲
中
供

養
菩
薩
像
を
拝
み
な
が
ら
、
全
世
界
の
平
穏
と
安
寧
を
願
う
夏
休
み
に
な
っ
た
。 

 

実
は
、
修
学
旅
行
の
下
見
を
す
る
た
め
、
八
月
十
八
日
に
六
年
の
先
生
と
一
緒
に
宇

治
平
等
院
を
訪
れ
た
。
改
修
を
終
え
た
鳳
凰
堂
は
、
ま
さ
し
く
金
色
の
鳳
凰
と
朱
塗
り

の
柱
が
、
極
楽
浄
土
を
表
す
場
に
ふ
さ
わ
し
く
心
に
残
る
。
世
界
遺
産
の
一
つ
で
あ
る

平
等
院
は
、
四
十
三
人
の
六
年
生
の
心
に
一
生 

残
る
見
学
地
に
な
る
だ
ろ
う
。
例
年
よ
り
見
学 

地
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
往
復
バ
ス 

利
用
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
学
校
集
合
・
解
散 

も
可
能
に
な
っ
た
。 

第
五
十
六
回 

岡
崎
市
小
中
学
生
英
語
ス
ピ
ー
チ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

小
学
生
に
は
ス
ピ
ー
チ
の
部
と
ス
キ
ッ
ト
（
寸
劇
）
の
部
が

あ
り
ま
す
。
中
部
小
の
代
表
と
し
て
六
年
生
の
夏
目
さ
ん
と
山

崎
さ
ん
が
ス
キ
ッ
ト
で
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。
内
容
は
裏
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

八
月
二
十
二
日
、
総
合
学
習
セ
ン
タ 

ー
で
全
市
の
小
中
学
生
一
三
一
人
が
舞 

台
に
立
ち
ま
し
た
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ト
ニ
ー 

先
生
と
本
多
先
生
が
夏
休
み
に
発
音
や 

ス
キ
ッ
ト
の
指
導
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

一
分
間
の
ス
キ
ッ
ト
で
す
が
、
二
人 

は
自
信
を
も
っ
て
表
現
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
三
十
四
年
に
竜
海
中
学
校
で｢

英
語
暗
唱
大
会｣

が
始

め
ら
れ
て
か
ら
五
十
六
年
を
迎
え
る
大
会
に
、
平
成
二
十
年
か

ら
小
学
生
の
部
も
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
岡
崎
市
は
特
別
に
英
語

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
文
部
科
学
省
の
認
可
を
得
て
、
一
年
生

か
ら
英
語
に
触
れ
さ
せ
る
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
し
た
社
会
へ
の
対
応
の
た
め
に
先
行
実
施
し
て
い
る
の

で
す
。
二
〇
二
〇
年
に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
高
学
年
の
英
語
教
科
が
決
ま
り
、

六
年
後
に
は
教
科
書
も
配
付
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。 

 

英
語
は
大
切
で
す
が
、
何
よ
り
も
国
語
の
学
習
を
疎
か
に
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
自
国
の
文
化
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
に

も
読
む
・
書
く
こ
と
を
大
事
に
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ゲ
ー

ム
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
心
ま
で
奪
わ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

 
 

国
語
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、
国
際
社
会
に
は
必
要
で
す
。 

 
 

 
 


